


以下のメールまたは電話にて担当の横山まで
s.yokoyama.r●naganobunka.or.jp　（●を＠に変えてください）
Tel:0263-34-7100（キッセイ文化ホール）

表面QRコードまたは下記URLよりGoogleフォームにてお願いします。
https://forms.gle/L2zGNveVGMiMnEUW6

  2025年早春、岩手県大船渡市山林火災を皮切りに全国各地で山火事が発生し、地震・台風以外の災害への備えが意識さ
れました。大船渡市はリアス海岸の風光明媚な景観を有し、海が視界に入らなければ長野県の中山間地の様相です。したがっ
て今後発生しうる長野県内の山火事災害の対応モデルにもなり得ます。
  大船渡市民文化会館リアスホールは2011年東日本大震災と本年の山林火災の避難所となりました。東日本大震災時の
避難所運営が山林火災の避難所運営の経験値となった反面、新たな課題も見えてきました。そこで、上記２つの避難所運
営に携わった大船渡市役所の菅野さんにお話いただきます。
  そして被災後のホール再開は、地域住民の日常生活再建のシンボル、アーティストにとっては活動を再始動する大切な
フェーズとなります。しかし、ホール再開後も多様な課題が出現するため、平時から被災後の事業継続も含めて考えるこ
とが重要です。そこで、様々な企業へリスクコンサルタント支援を行っている東京海上日動の山本さんに、これまでの
BCP事例をもとに公共文化ホールの事業継続についてお話いただきます。
  以上の話題をもとに、地域における文化芸術の振興や全国各地のホール立ち上げに携わった津村キッセイ文化ホール館長
をファシリテーターに「公共文化ホールの地域でのあり方と災害対応」について、皆様も交えて討論を行います。終了後
には情報交換会を実施しますので、ぜひご活用ください。                                                                 　　横山　俊一


